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ExcelUserForm課 題 の 自動 採 点 シス テ ムの試 作

田 中 敬 一

概 要Excelは オ フ ィス ア プ リケ ー シ ョ ンの 中 で最 も利 用 され て い る ソ フ トウ ェア で あ り,

表 計 算 ソ フ トと して デ ー タ集 計 作 業 の 多 くの 処 理 に活 用 され て い る。 そ の た め,デ ー タ集 計

作 業 の効 率 化 は 重 要 な テ ー マで あ る。Excelを 使 っ た効 率 的 な 作 業 の 自動 化 はExcelVBA

を 導 入 す る こ と で 可 能 と な る。ExcelVBAはUserFormを 使 った イ ンタ ー フ ェ ー ス が 作

成 で き,よ り簡 単 にデ ー タ入 力 す る こ とや,視 覚 的 に分 か りや す い 画 面 が 利 用 で き る。 本 稿

で はUserFormを 学 習 させ るた め の 教 材 を 作 成 し,設 定 され たUserForm課 題 の 自動 採 点

処 理 シス テ ム につ い て 報 告 す る もの で あ る。
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Abstract Excel is the most widely used MS Office application. As a spreadsheet, 

it is used in most data aggregation processing. For that reason, an important 

theme is the efficiency of data aggregation processing. It is possible to use Excel 

VBA to automate the efficient processing inside Excel. With Excel VBA, it is pos-

sible to create an interface using UserForms, which results in easier data input and 

easy-to-visualize forms/screens. Teaching material was prepared for learning 

UserForms. This paper reports on the UserForm task set for an automatic rating 

processing system. 
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1.は じ め に

情報技術の発展 にともな って多 くの コ ンピュー タが利用 され る時代 とな り,い た るとこ

ろでITス キルが要 求 されてい る。企業活動 において も同様 で,多 様 な業務 に コンピュー

タが利用 されて いる。 この ため,大 学 におけるコンピュー タ教育 は日に日に重要性が増 し

て お り,文 系学部 において も,多 くの大学で コンピュー タ教育の カ リキ ュラムが大幅 に強

化 され導入 されて いる。

近畿大学経済学部 は平成20年 度 カ リキ ュラムよ り大幅 なIT教 育 の見直 しを行 った。 こ

れ は時代の要請 に応え るよう,基 礎的な 内容か ら応用的な 内容 まで体系的 に学習で きる開

講科 目を準 備 し,IT知 識 の修得 がで きるカ リキ ュラムを導入 した もので あ る。 これ らの

カ リキュラムには,パ ソコンの操作 を学習す るものやITに 関す る知識 を得 るものやその

他関連 した内容を学ぶ ものな ど多彩な科 目群 とな って いる。パ ソコン操作の学習 はオ フィ

ス系 アプ リケーシ ョンと して ワー プロ,表 計算,プ レゼ ンテー シ ョン,デ ー タベー スな ど

の実習 を行 って いるが,特 に表計算Excelの 修 得 に力を入れて いる。表計算 ソフ トはデー

タ集計 やデ ータ分析 やグ ラフ作成 な ど,い ろい ろな処理 に利用 す るこ とが可能 であ る。

データ集計作業 などの事務作業 には必須 のツール とな っているため,経 済学部 ではExcel

を使 った効率 的な作業 の 自動化処理 は重要 と考えてい る。Excelの 自動化処理 にはExcel

VBA(VisualBasicforApplications)の 知 識が必要で あるため,ExcelVBAの 学 習 カ

リキュラム も導 入 して いる。ExcelVBAは プ ログラム言 語の一種で あるため,取 得 が容

易で はな いが,経 済学部生全員が受講で きる体制を構築 して いる。

既報④で はExcelVBAを 学 習す る学習教材を作成 し,コ ンピュー タによる自動採点 シ

ステムを報告 して いるが,本 論 はUserFormを 学 習 させ るための教材 を作成 し,設 定 さ

れ たUserForm課 題 の 自動採 点処理 システムについて報告 する ものである。

2.Excel授 業 の 取 り組 み

経済学部 におけるExcel操 作 を修得す る開講科 目は,表1の ように1年 後期か ら2年 生

前後期 の授 業 カ リキュラム に導入 している。平 成21年 度の各科 目の受 講者数 は750名 程 度

で あ り,経 済学部生の ほぼ全員が履修 して いる状況で ある。

1年 後期配 当のコ ンピュータ実習IIは,Excel入 門 としての位置づ けの科 目で あ り,初
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めてExcelを 操 作す る学生 を対象 としたカ リキュラム とな っている。Excelの 基 本的な操

作か ら簡単な関数機能の紹介や グラフや デー タベー ス機能の学習を行 って いる。 また,基

礎 的な知識 の取得 を 目標 に してい るため,MicrosoftCertifiedApplicationSpecialist

(MCAS)の 資 格取得 を推奨 してお り,多 くの学生が受験 して いる状況で ある。表2に は平

成18年 度か ら実施 している経済学部MOS/MCAS試 験 の実施状況 を示 した もので ある。

この うち,平 成21年2月9～10日 に実施 したMOS/MCAS試 験 は,平 成20年 度 入学の1

年 生が多 く受験 して お り,科 目別の合格者数を示 したものが図1の グラフで ある。1年 後

期 のコ ンピュー タ実習HのExcel入 門 の授業 を受講 した後,MCAS試 験(Excel2007)

を受 験 して合格 した人数が283名 で ある ことを示 している。

2年 前期の コンピュー タ特修実習1は,1年 後 期 に学習 した内容を充分 に活用で きるよ

うに,実 践的 な関数 や機能 が学習 できるカ リキュラム とな ってお り,Excelの 機 能を十分

に活用で きる能力を身 につ けるもの とな って いる。 また,平 成21年 の7月 にはコンピュー

タ特修実習1の 受講者を対象 と した日本商工会議所主催の 日商PC検 定(デ ータ処理)3

級 を学 内施設で実施 し,27名 が 受験 し12名 が合格 した。

2年 後期の コ ンピュー タ特修実習IIは,1年 後 期か ら1年 間 に渡 って学習 したExcelの

機 能 を前提 として,ExcelVBAを 学 習す る内容 とな ってい る。 この授業 は経済学部 生 に

表1Excel操 作を修得する開講科目

配当学年 科 目 名 内 容 受講者数(平 成21年 度)

1年 後期 コンピュータ実習IIExcel入 門756名

2年 前期 コンピュータ特修実習IExcel応 用739名

2年 後期 コンピュータ特修実習]IExcelVBA入 門735名

表2経 済学部MOS/MCAS試 験実施状況

実 施 日 申 込 受 験 合 格 不合格 欠 席 合格率

H18,8.2～3335320287331589.7%

H19.2.15～16472450380702284.4%

H19.8.2～3441422366561986.7%

H20.2.15～16444424368562086.7%

H20.8.4～5493473422512089.2%

H21.2.9～10501478448302393.7%

H21.8.3～4678647605423193.5%
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図1経 済学部MOS/MCAS科 目別合格者数(H20年 度後期)

と って初 あて学習す る本格 的なプログラム言語 の科 目となる。Excelを 題 材 と した プログ

ラム言 語で あ るの ため,一 般 的な プ ログラム言語 よ りは理 解 しやす い傾 向があ る と言 え

る。 しか し,プ ログラム言語で あるの には変わ りがな いので,落 ちこぼれが発生 しな いよ

うな授業の進行が要求 され る。 この ような状況 によ り,こ の授業で も目標資格であ るEx-

celVBAエ キ スパー ト試.験(Basic)の 学 内試験 を開催 し,ExcelVBAの 学 習 に役 立て

て いる。現在,学 内で実施 して いるExcelVBAエ キ スパー ト試験(Basic)の 出題項 目

を表3(7)に 示 す。

コ ンピュータ特修実習1・IIの カ リキュラム内容を示 したものが表4で ある。 この よう

に,経 済学部ではExcelの 実 習授業 を多 く開講 して,VBAも 含 めたExcelの 操 作知識を

修得 させて い る。本論 で試作 した 自動採 点 システ ムは コン ピュー タ特修実 習Hで 学習 す

るExcelVBAの 教 材の一つ と して考えて いるが,ExcelVBAエ キ スパー ト試験(Basic)

に はUserFormの 操 作 が出題範 囲 とはな っていない。 しか し,ExcelVBAを 学 習す るに

あたって は,UserFormの 学 習 が重要 と考 えているため,本 論でその システムを開発 して

み ることにす る。
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表3ExcelVBAエ キ ス パ ー ト試 験 の 出 題 範 囲(試 験科 目:ExcelVBABasic)

大 分 類 小 分 類

1マ ク ロ とVBAの 概 念 マ ク ロ とは 何 か

VBAと は 何 か

VBAの 特 徴

VisualBasicEditorの 操 作 と画 面

ブ ッ ク とマ ク ロの 関 係

セ キ ュ リテ ィ レベ ル

2マ ク ロ記 録 マ ク ロ記 録 と は

マ ク ロ記 録 の 限 界

マ ク ロ記 録 の 活 用 方 法

記 録 の しか た

記 録 され る場 所

標 準 モ ジ ュー ル

個 人 用 マ ク ロ ブ ッ ク

3VBAの 構 文 オ ブ ジ ェ ク ト式

ス テ ー トメ ン ト

関 数

演 算 子

モ ジ ュー ル と プ ロ シー ジ ャ

4変 数 と定 数 変 数 の 意 味

変 数 の 宣 言

変 数 の 代 入 と取 得

ス コー プ

定 数 の 意 味 と使 い 方

5セ ル の 操 作RangeとCells

セ ル に デ ー タを 入 力 す る

セ ル の デ ー タを 取 得 す る

セ ル の 書 式 設 定

6ス テ ー トメ ン トIf～Endlf

For～Next

With～EndWith

7ブ ッ クの 操 作 ブ ッ クを 開 く

ブ ッ クを 保 存 す る

ブ ッ クを 閉 じ る

8シ ー トの 操 作 シー トを 挿 入 す る

シー トを 削 除 す る

シー トに関 連 す る基 本 的 な 操 作

9デ バ ッ グの 基 礎 デ バ ッ グ とは

論 理 エ ラー と文 法 エ ラー

イ ミデ ィエ イ トウ ィ ン ドウ

ブ レー クポ イ ン ト

ス テ ッ プ実 行

10マ ク ロの 実 行VisualBasicEditorか ら実 行 す る

[マ ク ロ]ダ イ ア ロ グボ ッ クス

シー ト上 に ボ タ ンを 配 置 す る

メニ ュー/ツ ール バ ー に登 録 す る

クイ ッ クア クセ ス ツー ル バ ー に 登 録 す る
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表4平 成21年 度授業項目および内容

科 目 名 コンピュータ特修実習1コ ンピュータ特修実習II

配当学年2年 前期2年 後期

第1回MCASExcelの 復習(1)ExcelVBAの 基礎知識,マ クロ記録(1)

第2回MCASExce1の 復習(2)マ クロの登録,マ クロ記録(2)

第3回 関数機能(1)VBEの 操作,マ クロ記録(3)

第4回 関数機能(2)VBAの 基本用語(1),マ クロ記録(4)

第5回 関数機能(3)VBAの 基本用語(2),ヘ ルプの操作

第6回 関数機能(4)ブ ックとシー ト

第7回 関数機能(5)セ ル操作(1)

第8回 データベース機能(1)セ ル操作(2),デ ー タベース操作

第9回 データベース機能(2)変 数 と配列,ス テー トメントの操作(1)

第10回 データベース機能(3)ス テー トメントの操作(2)

第11回 総合問題(1)マ クロ課題の作成(1)

第12回 総合問題(2)マ クロ課題の作成(2)

第13回 総合問題(3)VBAエ キスパー ト試験,ユ ーザフォームの操作

第14回 定期試験 定期試験

3.シ ス テ ム の 概 要

今 回開発 した システムは,ExcelVBAの 学 習 システ ムと してExcelVBA上 で作 成す

るUserFormの 課 題を対象 とした 自動 採点 システムであ る。 開発 した システム環境 は表

5の とお りで ある。

表5開 発システムの環境

OSWindowsVista

OfficeApplicationMicrosoftExce12007

統合開発環境MicrosoftVisualStudio2005

プログラミング言語MicrosoftVisualBasic2005

ExcelVBAの プ ログラムは,汎 用 的な プログラムを作 成す る場合,標 準 モ ジュール上

にマクロを作成す るが,ユ ーザ インター フェー スを ワー クシー ト上のセルで はな くフォー

ム上 に作成す るには,VBAプ ロ ジェク ト上 にUserFormを 作 成 して プログラムを構築 し
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て い くこ とにな る。ExcelVBAは 一 般 的 にセル操 作 を対象 と したデ ータの入 出力 が多

い。 しか し,一 般 的なWindowsア ブ リ゚ケ ー シ ョンはUserFormを 入 力 イ ンター フェー

スと して用 いることで,操 作性の良 いシステム開発が要求 され る。 この ような観点を考慮

す ると,ExcelVBAの 学 習 では単 に標準モ ジュールにVBAプ ロ グラムをつ くるので は

な く,UserFormを 使 ったプログラ ミング処理の学習 も重要で あると考え る。本 システム

は,こ のUserFormを 学 習す るにあた って,学 習効果 を測定 す るための 自動採点処 理 シ

ステムで ある。

図2に は本 シス テ ム処 理 の フ ロー チ ャー トを示 して い る。 ま た,図3に は,Excel

VBAの 模 擬 問題 が起動 し,課 題 が表示 され解答す る時の画面 である。

基本的 な処理 の流れ と しては,Excel起 動 後,制 限時間チ ェック用 の タイマーを起動 さ

せ る。 タイマーによ り制限時間 内で あるか どうかを常時監視 してお り,時 間 に到達 した場

合 には,総 合採点結果を表示 しプログラムを終了す る。

制限時間 内の場合 には,あ らか じめ準備 してい るExcelの 問 題 ファイルを問題1か ら順

に開 き,さ らに,画 面下部 にはテキス トデー タと して準備 して いる問題文を表示す る。 こ

こで解答者 は,UserFormの 問題 を解答す るため,VBE(VisualBasicEditor)を 起 動

させ,UserFormを 新 規 に挿 入す る。 問題 の 内容 に従 って,コ マ ン ドボタ ンや テキス ト

ボ ックス,ラ ベル等の コン トロールを追加す る。 さ らにコマン ドボタンにク リックな どの

イベ ン ト処理 プログラムを追加す る場合 には,そ の コー ドを コー ドウィン ドウに記述 して

設問 を完成 させて い く。[リ セ ッ ト]ボ タ ンは問題 を最初 か らや り直す 時に利用す るため,

この ボタ ンをク リック した場合 には再度問題を読み込み直す処理を行 う。[次 へ]ボ タンを

ク リック した場合 には,採 点処理を実行 した後,採 点結果の表示を行 い,次 の問題の読み

込み を行 う。[終 了]ボ タ ンを クリックした場合 には,採 点処理 につづ き採点結果 を示 し,

最 後 に総合採点結果を表示す るプログラムとな って いる。

図4はUserForm問 題 の解 答処理 時の画面 である。UserFormを 作 成す るため,VBE

を起 動 させ,UserFormを 新 規挿入 で作成 しコマ ン ドボタ ンを配置 して いる。 また,コ マ

ン ドボタ ンをク リック した場合の処理 と して,コ ー ドウ ィン ドウにVBAプ ロ グラムを記

載 して いる部分を示 して いる。な お,ワ ー クシー ト上の ボタン(フ ォー ムコン トロール)

[ボ タ ン1]は あ らか じめExcelVBA模 擬 問題上 に登録 して お り,UserFormが 表 示 さ

れ るマクロを設定 して いる 【UserForm1.Show(vbModeless)】 。
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Excel起 動
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END
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図2シ ステ ム 概 要
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図3ExcelVBA模 擬 問 題 起 動 画 面
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図4VBA模 擬問題解答時の画面

4.自 動 採 点 処 理 の 概 要

UserFormを 組 み入 れたExcelVBAの 問題 において,採 点処理を 自動化す るた めに次

の ような仕組みを検討 した。

一般的な ウィン ドウズアプ リケー シ ョンはその アプ リケー シ ョンが実行 され ると独立 し

たプロセ スと してWindowsOS上 で 扱われ る。Excelも 同様で,Excelが 起 動す ると独立

したプロセスと して稼働す る。 しか し,Excel上 で 稼働す るVBEウ ィ ン ドウやVBA実
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行時 に表 示 され るUserFormウ ィ ン ドウは独 立 した プ ロ セスで はな く,あ くまでExcel

の 内部の子 プロセ スと して扱われ るため,VBEやUserFormが 起 動 して いる状態で あっ

て もプロセス数 は増加 しな い。

今回のVBA模 擬 問題 はVisualBasic2005か らExcelを 起 動 した り,VBAの プ ロ グ

ラムを実行 した りす ることはで きるが,VisualBasic2005か らExcelの 子 ウィン ドウで

あるUserFormを 制 御す ることは,難 しい状況で あることを確認 した。特 にUserForm

上 に ある各 コ ン トロールの部品をVisualBasic2005か ら制御す るには各 コン トロールの

ウィ ン ドウハ ン ドルを取得す る必要が ある。一部の コン トロールで はハ ン ドルを取得す る

こともで きるが,全 ての コン トロール に対 してハ ン ドル取得 はで きな いことが判明 した。

そこで,UserFormの コ ン トロール はExcelVBA上 か ら処理 す る仕組 み と した。 つ ま

り,Excelの 問題 フ ァイルに制御用 のExcelVBAフ ロ゚ グ ラムを組み入れ,そ の プログラ

ムの実行 をVisualBasic2005か ら制御 する仕組 みである。 ただ し,起 動時 に処理す る内

容のExcelVBAが 標 準 モジュール上 に前 もって登録 されて いると,解 答者 にその コー ド

を参照 され た り,ま た悪用 され ることが想定 され る。 そこで,解 答後の採点処理 に入 った

段階でVisualBasic2005の 制 御 によ り,標 準モ ジュール上 にExcelVBAフ ロ゚ グ ラムの

コー ドを組 み入 れ る ことに した。ExcelVBA上 か らUserFormの コ マ ン ドボ タ ンを ク

リックす るためには,次 のよ うな仕組みを設けた。 通常,UserFormの コマ ン ドボタン処

理 は,解 答者が コー ドウィン ドウにプログラムを記述 して解答 して いる。その ときの コー

ドは,【PrivateSubCommandButtonlClickO～EndSub】 の 間 に記述す ることに

な る。 ところが,後 に標準モ ジュールに組み入れ たUserFormの 制 御 コー ドか らコマ ン

ドボタ ンのク リック した ときの プロ シー ジャを呼びだす には,【PrivateSubCommand-

ButtonlClickO】 で は呼び 出す ことが できない。 【Private】 を 【Public】 に 書 き換え

た 【PublicSubCommandButtonlClickO～EndSub】 で な けれ ば外部 か ら呼 び出

す ことがで きな い。 そこで,VisualBasic2005の 制 御によ りUserFormの プ ロ グラムの

置換 を行 って いる。 これ によ り,標 準 モ ジュール に組み入 れ記載 したmacro10よ りUser-

Form上 の コマ ン ドボタンの ク リック処理が実現で きる。

上記の ように採点処理 と してExcelVBAプ ロ グラムコー ドの追加お よび修正を完了 さ

せ た後,VisualBasic2005の 制 御 によ りワーク シー ト上 のボ タ ン1を ク リックし実行 さ

せ る。 そ して,UserFormを 表 示 させ,UserForm上 の コマ ン ドボタ ンを ク リックさせ

る。最後 にUserFormを 閉 じて採点処理 を終了 している。 その採点処理 の結果 をチ ェ ッ

ク し,正 しく動作 して いれ ば 「正解」 と し,正 しく動作 して いな い場合 には 「不正解」 と
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して 採 点 を 行 っ て い る 。 な お,こ のUserFormコ マ ン ドボ タ ン の ク リ ッ ク処 理 は,User-

Formを 作 成 して い な い 場 合,不 完 全 な 解 答 の た め 例 外 処 理 が 発 生 し,エ ラ ー と して 処 理

が 止 ま っ て し ま う 場 合 が あ る 。 そ の た め,【Try～Catch～Finally】 ス テ ー トメ ン トを 使 い

構 造 化 例 外 処 理 を 施 して い る 。 図5は 採 点 処 理 の シ ス テ ム フ ロ ー で あ り,表6に 採 点 処 理

の サ ン プ ル コ ー ドを 示 して い る 。 ま た,表7はExcelVBAUserFormサ ン プ ル 問 題 お よ

び 解 答 例 を 示 して い る 。

問題1の 解答 終 了

[次へ]ボ タンクリック

UserFormを 閉 じる

標 準モジュール を追加

標 準モジュール に採 点制御コー ドを追 加□

(マクロ名:Macro10)

Worksheet上 の[ボ タン1]を クリック

Macm1αD実 行 □

1.UserFormを 開 く

2.UserForm上 のCommadButton1を クリック

3.UserFormを 終 了

図5採 点 処 理 の 概 要
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表6採 点 処 理 サ ン プ ル コ ー ド(問 題1)

'標 準 モ ジ
ュ ー ル の 追 加 一>add(1)

sMod=Form1,book.application.vbe.vbprojects(1).vbcomponents.add(1)

sCode=sMod.codemodule

'追 加 さ れ た 標 準 モ ジ
ュ ー ル に 記 載 さ れ る

sCodeinsertlines(2"Submacro100")

sCode.insertlines(4,"UserForm1.Show(vbModeless)")

sCodeinsertlines(5"CallUserFormlCommandButtonlClick")

sCode.insertlines(6,"UnloadUserForm1")

sCodeinsertlines(7"EndSub軍 つ

Try

'CommandButton1をPrivateか らPublicへ 置 換

cnt1=Form1,book.application.vbe.vbprojects(1).vbcomponents("UserFormr'), _

codemodule.procbodyline("CommandButton1 _Click",0)

Form1.book,application,vbe.vbprojects(1).vbcomponents("UserForm1"), _

codemodule.replaceline(cnt1,"PublicSubCommandButton1 _ClickO")

Worksheetの ボ タ ン に 登 録 さ れ て い る マ ク ロ をMacro1か りMacro10に 変 更

Form1.sheet.Shapes(1).onaction="macro10"

'Worksheetの ボ タ ン1を ク リ ッ ク し て 実 行

Form1.book.Application.run(Form1.sheet.Shapes(1).OnActionO)

'セ ルA1の 値 を 変 数 に 代 入

Area1=Form1.book.application.range("a1").value

CatchexAsException

hante1一 不 正 解

EndTry

IfArea1=10Then

hantei="正 解"

Else

hantei="不 正 解"

EndIf

表7ExcelVBAUserFormサ ン プ ル 問 題 と 解 答 例

問 題1ユ ー ザ フ ォ ー ム 上 に 【CommandButton1】 を 作 成 し,ボ タ ン を ク リ ッ ク す る とSheet

1の セ ル 【A1】 に 数 値10が 入 力 さ れ るVBAプ ロ グ ラ ム を 作 成 し な さ い 。 な お,Sheet1

上 の 【ボ タ ン1】 は ユ ー ザ フ ォ ー ム を 表 示 す る ボ タ ン で す 。

解答例 軍団圃皐F申 国 回目■団団 囮ロ■■■【一

四国::■ ■ ■■■印F繭 一 コF『 一一一一コ
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5.お わ り に

近年 のITの 進 展 によ り,ま す ますIT処 理能力 の取得 が重要 とな ってきてい る。 文系

学部 である経済学部生 において も,PCを 自由 自在 に使 いこなせ る能力 が要求 され る状況

とな ってい る。 この ため,近 畿大 学経済学部 では平成20年 度 カ リキ ュラムよ り大 幅なIT

教 育の見直 しを行 った。 この大幅な見直 しの一つ と して,表 計算 ソフ トであ るExcelの 学

習強化 を図 った。Excelは 非 常 に強力な ツールでは あるが,ExcelVBAを 使 い こなせ る

能力 を養 うことで,さ らに力を発揮 させ ることがで きる。高度な情報活用能力を持たせ る

ためには,ExcelVBAが 必 須 と考 えている。 そ して,本 学経済学部で はこのExcelVBA

の 授 業 をほぼ全員が履修す るまで に至 った。

本論 は必要 とされ るExcelVBA上 で 利用 され るUserFormの 学習 を行 うため,User-

Formに 関 連す る問題 につ いて コンピュー タによる自動採点処理 システムの構築を行 い,

ExcelVBAを 学 習す るための一提案を報告す るものであ る。

今後の課題 と して は,実 際の授業 に適用 し,コ ンピュー タを使 った 自動採点処理 と人 に

よる採点処理 との差異を分析 し,さ らな る適切な評価がで きる仕組みを検討 してみた いと

考えて いる。 さ らに,学 習効率を上 げるために,ネ ッ トワー ク上 に学習者の学習進捗状況

を表示 し,学 習者 同士が競争 しあえ る仕組みを構築 したいと考えて いる。 また,自 動採点

処理 において,ExcelVBA上 か らコマ ン ドボタ ン等 の コン トロール を行 い,そ の結 果を

評価 したが,MicrosoftActiveAccessibility(8)を 利 用 しなが らVisualBasic2005か ら

直接制御で きる仕組みを検討課題 と したい。
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